
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2021年10月1日

派遣決定番号 163L

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 館長　安田　宏

担当者部署 連絡先電話番号 025-284-6178

担当者役職 主任司書 担当者氏名 笹川　純子 連絡先E-mail npl@mail.pref-lib.niigata.niigata.jp

住所

１－２．推薦団体（「区分」が「協議会」または「NPO・商工会・大学等」の場合のみ入力）

団体名 連絡先部署

担当者氏名 連絡先電話番号 連絡先E-mail

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2021年9月29日 13時00分 16時00分 0 180

派遣形態 支援・助言（オンライン）

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

50 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

950-8602 　新潟県新潟市中央区女池南3丁目1番2号

淺野　隆夫

大変よい

・オンラインでの講演をyoutubeで配信した。内容が４本の動画に分割され、受講しやすく編集されていた。各動画２５分以
下の長さであったため、受講者にとって日常業務の合間でも視聴しやすいと感じた。
・講師が勤務される札幌市図書館の取組みがデータや写真とともに紹介されていてわかりやすかった。利用者にどうサービス
を提供しているのかがよく理解でき、受講者が今後、自館のサービスを企画する際のイメージが湧きやすいと感じた。
・講師の語り口や話すスピードに落ち着きがあり、全体をとおして視聴しやすい工夫がされていた。

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

アドバイザー
への要望事項

支援２日目に向けて、引き続きよろしくお願いします。

※水色と黄色のセルは回答必須。薄緑色セルは任意。申請書の段階から項目３に変更があった場合、直接入力で上書きして下さい。

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（１日目）

記

新潟県立図書館

企画協力課

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

事業名「新潟県公共図書館中堅職員研修会」
　本研修会は、毎年県内の公共図書館等職員を対象に実施している。新型コロナウイルス感染拡大前
は集合型形式で実施していた。予算及び日程の都合上、講師は近県か関東方面からお招きすることが
多かった。今年度はコロナ禍のため、集合型での開催が難しいことからオンラインでの開催となっ
た。オンライン形式のメリットを生かし、新潟から遠方の地域の先進事例を学べる機会としたい。

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

人数

新潟県内公共図書館職員、北陸地区（福井県、石川県、富山県）図書館職員

○掲載可

最も当てはまるものリストより選択下さい

最も当てはまるものをリストより選択下さい。

　今後も県内の公立図書館及び公民館図書室において、指導的立場にある中堅職員の力量を高めるこ
とを目的として、毎年、図書館員として必要な知識・技術をテーマとした研修会を行っていく。

⑤その他

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

　アンケートは支援２日目以降に実施予定。

　県内の公共図書館の動向から、複数の自治体でまちづくりの中核のひとつに図書館が位置づけら
れ、数年以内に開館する予定である。また、「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の
振興方策について（答申）（中教審第２１２号）」においても、図書館が地域と連携し、住民のニー
ズに対応できる情報拠点としての役割の強化等を求めらるている。これらを踏まえ、地域と連携した
図書館の取組みについての知識や考え方を習得することを目標とする。

　「図書館の地域連携と課題解決支援」をテーマに「常識のカバーをはずそう」と題した講演をして
いただいた。講演はオンライン形式（youtubeで動画配信）で実施した。

　札幌市図書館の事例をとおし、図書館の地域連携及び課題解決支援の実例を学ぶことができた。

　今後講師には支援２日目に向けて、受講者へのアドバイスや質疑応答、研修のまとめをしていただ
く予定である。

④人材育成のカリキュラムやツールを策定できた



６．地域情報化アドバイザー支援の様子

今回の派遣における地域情報化アドバイザーの支援の様子がわかる「写真（JPEG）」を次ページに数枚程度貼り付けて下さい。


